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神代之風

アニメ「レッドデータガール」

モデルの神社です

天
空
の
賢
者
た
ち

宮司私感　（２面）
ワイド編集「知性を愛す」（２・３面）

T
he intellects of the sky

　

地
域
の
文
化
行
政
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
文
化
資
源
学
研
究
専

攻
・
小
林
真
理
教
授
ゼ
ミ
の
学
生
さ

ん
た
ち
20
名
が
、
教
授
も
同
行
さ

れ
、
８
月
６
日
玉
置
神
社
に
参
拝
さ

れ
た
。

　

玉
置
神
社
は
児
童
文
学
作
家
荻
原

規
子
氏
の
著
作
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ガ
ー
ル
」
の
モ
デ
ル
神
社
ら
し
く
、

こ
の
本
を
基
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
は
多
く
の
人
々
の
関
心
を
呼

ん
で
い
る
。
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
小
説
や
ア
ニ
メ
も
研
究
対
象

と
捉
え
て
い
る
同
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
。

　

探
訪
先
の
一
つ
と
し
て
玉
置
神
社

を
選
ば
れ
、
は
る
ば
る
訪
ね
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

神
社
境
内
及
び
周
辺
を
神
職
が
ご

案
内
。
杉
の
巨
樹
群
、
重
要
文
化
財

の
襖
絵
、
伝
統
芸
の
弓
神
楽
な
ど
を

興
味
深
く
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
神
社
や
宿
坊
が
ア
ニ
メ
で
描
か

れ
て
い
る
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
こ

と
に
も
大
変
驚
か
れ
て
い
た
。

　

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ガ
ー
ル
」
に
つ

い
て
は
、
か
つ
て
「
神
代
之
風
」
で

も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

い
ろ
ん
な
方
々
が
ア
ニ
メ
の
舞
台

の
見
学
の
た
め
、
神
社
を
訪
ね
て

こ
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
、
学
究
の

世
界
か
ら
観
光
資
源
と
し
て
関
心

を
持
た
れ
、
天
空
の
神
域
ま
で
足

を
お
運
び
く
だ
さ
り
、
深
く
感

謝
。
若
く
、
明
る
い
知
性
が
、
境

内
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
を
放
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
気
を
つ
け
て
見
れ

ば
、
足
元
に
宝
物
が
あ
る
よ
、
と

い
う
こ
と
を
再
確
認
し
た
ひ
と
と

き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
大
阪
大
学
、
早
稲

田
大
学
の
教
授
、
学
生
さ
ん
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
研
究
の
た

め
、
ご
来
社
く
だ
さ
っ
た
。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
学
生
さ
ん
は
、
神

社
探
訪
の
際
、
何
か
を
感
じ
ら
れ

た
の
か
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
取
り

出
し
、
あ
た
か
も
神
々
と
対
峙
し

て
い
る
か
の
如
く
、
懸
命
に
奉
納

演
奏
も
試
み
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
・
・
・
多
く
の
思
い
出
が
、

胸
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

ひとみ輝かせ 探究文化資源の宝庫
玉置神社

東
京
大
学
大
学
院

　
　
小
林
真
理
教
授
ゼ
ミ

　

伝
統
的
な
要
素
を
持
つ
観
光
資
源
か
ら
、
現
代
的
な
観
光
魅
力
ま

で
、
数
多
く
の
日
本
各
地
の
最
新
情
報
を
提
供
す
る
「
ミ
シ
ュ
ラ

ン
・
グ
リ―

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
に
お
い
て
、
玉
置
神
社
は
、

「
一
つ
星
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
置
神
社

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
「
一
つ
星
」
に

速報

（１）
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ア
ニ
メ
化
さ
れ
て
い
る「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ガ
ー

ル
」の
原
作
６
巻
と
ア
ニ
メ
６
本
を
拝
読
、拝
見
。

　

ア
ニ
メ
の
冒
頭
部
の
神
社
の
シ
ー
ン
。こ
れ
は

玉
置
神
社
だ
ー
。初
め
て
拝
見
し
た
と
き
は
、
何

だ
か
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

作
中
よ
く
登
場
す
る
戸
隠
神
社
（
長
野
市
戸

隠
）。一
度
御
参
拝
し
て
お
こ
う
、と
こ
の
た
び
よ

う
や
く
実
現
。

　

７
月
９
日
。台
風
余
波
で
風
、
特
に
雨
が
厳
し

か
っ
た
。思
う
と
こ
ろ
の
一
部
し
か
回
れ
な
か
っ

た
が
、
と
も
あ
れ
、
戸
隠
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
と
い
う
こ
と
。あ
と
は
当
面
ロ
マ
ン
を
楽
し

も
う
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
、
何
度
も
玉
置
神
社
を
訪
れ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
深
山（
み
や
ま
）さ
ん
が
同
行
。案
内
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
ご
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

奈
良
県
立
美
術
館
で
開
催
中
の
最
終

日
。
「
時
間
は
残
り
30
分
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
展
示
物
は
多
い
で
す
よ
」
と
係

り
の
方
お
っ
し
ゃ
る
も
、
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
逃
が
し
て
な
る
も
の
か
、
と
飛
び

込
む
。
時
間
は
一
定
に
あ
ら
ず
。
思
い

に
比
例
し
て
、
長
く
も
な
り
、
短
く
も

な
る
。

　

影
絵
。
光
と
影
。
メ
ル
ヘ
ン
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。
ほ
と
ば
し
り
出
る
世
界
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
影
絵
が
創
出
で
き
る

の
だ
ろ
う
。
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。

「
美
し
い
作
品
を
つ
く
る
に
は
、
ま
ず
美
し
い
心
を
持
っ
た
自
分
自
身
を

作
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
、
ご
本
人
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
。

　

鑑
賞
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
。

弓
場
宮
司
は
知
性
を
愛
す

は
る
か
な
り
戸
隠
神
社

大阪大学調査研究グループ
の皆さん

（平成27年７月）

人一倍、頑張る宮司

礼
儀
正
し
く

　
　
　
ー
学
ぶ
東
大
生

早稲田大学商学部　　　　
太田正孝教授ゼミの皆さん

（平成25年６月）

ロマンと知性の

交換
ロマンと知性の

交換

藤
城
清
治
　
光
の
メ
ル
ヘ
ン
展

「生きるよろこび」

と
が
く
し
じ
ん
じ
ゃ

やっとかなった参拝に
宮司感激

「冒頭の神社シーン、
　　　　　これは玉置神社だ」

アニメ「レッドデータガール」のご縁

「
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」

奈
良
県
立
美
術
館

「
多
く
の
事
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
」

「
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
ね
」

話
し
好
き
な
宮
司

　

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
で
は
、
玉
置

神
社
は
「
一
つ
星
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
た
き
こ
と
で
す
。
感
謝
。

　

舞
台
は
回
る
回
る
。

「
山
上
の
安
ら
ぎ
と
ほ
の
か
に
文
化
の
香
り
が
す
る
小
さ
な
都
」
を

標
榜
し
て
３
年
有
半
。
い
ろ
い
ろ
試
み
、
小
さ
な
灯
を
掲
げ
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

若
者
・
家
族
連
れ
の
参
拝
者
も
急
激
に
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
さ
ん
の
研
修
参
拝
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

ど
う
や
ら
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
も
、
も
う
一
工
夫
要
す
る
時
期
と
な
っ
た
の
か
な
。

　

か
ね
て
よ
り
温
め
て
い
た
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な
ぐ
「
知
」
の
発
信
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
大
事
に
し
な
が
ら
、
う
ま
く
ブ
レ
ン
ド
し
て
こ
れ
を
具
体
化
し
て

ま
い
り
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
す
。

宮 司 私 感

「作中、戸隠神社が
　　　よく登場しますね」
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　私には、ひとつの夢がある。パリに現存する伝説的なカフェ「カフェ・レ・ドゥ・マゴ」
を訪れ、一人静かにコーヒーを飲むことである。
　ここで、サルトルはパートナーのボーヴォワールと一緒に熱く語らい、執筆に励んだ。ピ
カソやヘミングウェイの姿も。
　私は、過ぎ去ったそんな情景をうっとり思い浮かべながら、よく奈良の喫茶店で過ごす。
　最近、弓場宮司の「知性的」発言に感化され、青春時代の哲学的環境に引き戻される。誠
にヘンな気分である。
　無神論的実存主義のサルトルを持ち出すのは、きっと、神々に仕える宮司には愉快ではな
いだろうな、と思いながら、書き進める。
　「人間は最初は何者でもない。人間は後になってはじめて人間になるのであり、人間はみ
ずからが造ったところのものになるのである」「人間はみずから造るところのもの以外の何
者でもない」
　無限とも言えるサルトルの示唆の中で、この二つは、分かりやすく、そして、希望と勇気
を与えてくれるのだ。
　その著書「存在と無」で彼は、人間の行動はすべて挫折するということを説いているとい
う。挫折を見つめ、それでもなお逃げることなく、自由に飛び立て、と。
　知性は、一般的には、知る能力を意味する。知るということは、そこにとどまらず、思考
にまで発展しなければならない。ここにこそ意味がある。
　弓場宮司は「考えて、考え抜いて物事に対処したい」「挫折や失敗を恐れない。そこから
如何に学ぶかだ。挑戦し、新しく創り出すことが大切です」、と常々言う。
　知性を愛す不屈の宮司。私はエールの花束を贈る―。
            　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元読売新聞社会部記者   水野成之

独

弓
場
宮
司
は
知
性
を
愛
す

り言

東大生たちの風景

ntellectI

ど
ん
な
時
も

笑
顔
さ
わ
や
か

願い込めて　お授かり

樹
齢
３
０
０
０
年「
神
代
杉
」　

パ
ワ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー

心満たされー
　　重要文化財・襖絵鑑賞

ひ
と
み
キ
ラ
キ
ラ
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平
成
27
年
東
本
願
寺
東
山
浄
苑

で
相
続
講
が
誕
生
。
相
続
塔
が
建
立
さ
れ
た
。

　

ご
縁
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
相
続
塔
に
は
、
玉
置
神
社
名
も
刻
印
さ
れ
た
。

 
 

８
月
16
日
は
往
還
回
向
の
夜
。
慶
讃
コ
ン
サ
ー
ト
。
明
る
く
、
パ
ン
チ
の
効
い
た

和
太
鼓
演
奏
。
演
者
の
皆
さ
ん
の
微
笑
が
ま
た
素
晴
ら
し
い
。

　

提
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
点
灯
。

　

相
続
塔
に
於
い
て
法
要
。
朗
朗
と
。
涼
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
て
ゆ
き
、
何
か
、

誘
わ
れ
て
い
る
心
地
。

　

灯
籠
（
と
う
ろ
う
）
流
し
。
幽
玄
。

　

語
る
言
葉
な
し
。

東
本
願
寺  　

東
山
浄
苑
　
往
還
回
向
の
夜

法要　厳かに　朗朗と

会場圧する和太鼓の迫力
慶讃コンサート

素晴らしき哉
　　　　演者の笑顔

和太鼓の響きの中で
　山折哲雄さんとご一緒

弓場宮司参列

大谷暢順御法主

大谷祥子御裏方大谷沙織新裏方

語
る
言
葉
な
し

た
だ
感
激

幽玄灯籠流し
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〝
だ
い
こ
く
さ
ま
〞
を
奉
斎
す
る
神
社
の
全
国
組
織
「
く
に
た
ま

の
会
」（
総
裁
・
千
家
尊
祐
出
雲
大
社
宮
司
）
総
会
が
、
出
雲
大
社

に
於
い
て
７
月
12
日
開
催
さ
れ
た
。

　

猛
暑
の
中
、
正
式
参
拝
。
総
会
後
は

研
修
会
。

　

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
よ
り
「
出
雲
大
社
平
成
の

大
遷
宮
〜
御
本
殿
御
修
造
を
終
え
て
」
と
題
し
て
講
演
あ
り
。

夜
は
席
を
移
し
て
懇
親
会
。貴
重
な
交
流
の
場
。会
員
も
年
々
、

増
え
つ
つ
あ
る
。
来
年
度
は
、
大
神
神
社
で
開
催
予
定
。

　

人
気
も
高
く
す
っ
か
り
定
着
し
た
こ
の
体
験
事
業
、

本
年
も
既
に
３
回
を
完
了
し
た
。12
期
は
７
月
16
日（
土
）

〜
17
日
（
日
）
開
催
。
男
子
の
み
が
演
じ
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
い
る
神
子
（
み
こ
）
弓
神
楽
の
体
験
。
13
期
は

８
月
６
日
（
土
）〜
７
日
（
日
）
開
催
。
女
性
の
み
参
加

の
巫
女
さ
ん
体
験
。14
期
は
８
月
20
日（
土
）〜
21
日（
日
）

開
催
。
玉
置
山
登
拝
・
散

策
。

　

全
国
各
地
か
ら
集
ま
り

宿
坊
に
泊
ま
り
、
神
域
に

抱
（
い
だ
）
か
れ
る
。

　

何
処
へ
い
く
の
か
落
日

の
太
陽
。
闇
に
き
ら
め
く

星
、
陽
は
ま
た
昇
る
、
や

さ
し
く
力
強
く
。
玉
置
山

山
上
の
、
玉
置
神
社
が
舞

台
で
の
体
験
。
如
何
で
す

か
次
の
機
会
に
は
？

　ＦＭ西大和は奈良県中部地域を受信圏内
とする。
　７月６日、ご好意によりサテライトスタジオ
で二度目の出演をさせていただいた。
　担当パーソナリティーは、前回にも担当されていた
弓場裕子さん。相変わらずソフトな語りで誘導してく
ださり、その後の神社の状況などを発信。
　このような機会を与えていただき、心から感謝。
　植田進代表取締役も立ち会ってくださいました。
　また、スタッフ一同様のアドバイス等もありがた
かったですね。

　

定
例
の
研
修
総
会
に
７
月
４
、
５
日
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
出
雲

大
社
京
都
分
院
（
亀
岡
市
）
に
て
。
情
報

交
換
・
交
流
の
貴
重
な
機
会
。

　

玉
置
教
会
は
、
発
足
は
明
治
19
年
と
古

い
が
、
こ
の
よ
う
な
場
へ
の
参
加
は
少
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

最
近
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
何
か
、
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
集
ま
り

で
あ
る
。

  

い
ろ
い
ろ
と
知
識
を
増
や
し
て
い
た
だ

け
る
。

　

玉
置
山
か
ら
、
小
さ
く
と
も
し
っ
か
り

と
灯
を―

と
心
に
誓
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

く
に
た
ま
の
会
総
会

Ｆ
Ｍ
西
大
和
に
出
演

Ｆ
Ｍ
西
大
和
に
出
演

第五教区庁夏季研修総会

参籠・朝拝行事体験

鈴木寛治
大神神社宮司と

弓神楽について
説明を聞く参加者

パーソナリティー
弓場裕子さん

夏期研修総会

Ｆ
Ｍ
西
大
和
に
出
演

― 出雲大社京都分院 ―千
家
尊
祐
総
裁
ご
挨
拶

千家尊祐
出雲大社宮司と

千家宮司
の御夫人

弓
場
宮
司

―
 

出
雲
大
社 ―

幸
せ
な
ひ
と
時
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神
職
一
同

参
列
の
方
々

　

定
期
演
奏
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
奉

納
演
奏
と
多
忙
を
極
め
る
中
島
慎
子
（
な
か
じ
ま
・

ち
か
こ
）
さ
ん
。

　

神
社
一
帯
が
モ
ヤ
に
包
ま
れ
、
１
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
山
上
に
あ
り
て
、
平
時
の
幻
想
的
な
雰
囲
気

は
、
異
次
元
の
世
界
へ
誘
（
い
ざ
な
）
わ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　
　

　

７
月
22
日
。
バ
ッ
ハ
・
バ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
三
番
を

奉
納
演
奏
。
お
こ
ぼ
れ
で
拝
聴
。
そ
の
美
し
く
繊
細

な
調
べ
に
、
我
が
音
楽
感
性
も
、
ど
こ
か
悦
び
に
ふ

る
え
る
気
分
で
し
た
ね
・
・
・
。

　

奏
で
ら
れ
、
次
々
と
空
間
に
飛
び
出
す
音
色
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

耳
が
壊
れ
な
い
か
と
も
。
今
思
っ
て
も
、
心
地
よ
か
っ
た
な
あ
。

　

中
島
さ
ん
の
父
上
を
は
じ
め
、
ゆ
か
り
の
方
々
も
ご
同
行
参

拝
。
ど
う
ぞ
ご
縁
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
々
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

  

天
候
の
安
定
し
な
い
６
月
の
行
事
。

雨
は
宿
命
か
。６
月
30
日
、
夏
越
の
大

祓
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
斎
行
。

  

朝
か
ら
雨
は
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
、

と
雨
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
も
午

後
３
時
よ
り
斎
行
。連
日
続
く
雨
の

中
、
そ
れ
で
も
１
０
０
名
余
り
の
参

加
者
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

  

６
月
24
日
の
本
社
月
次
祭
に
参
加

さ
れ
た
方
々
が
、月
次
祭
終
了
後
、一

気
に
茅
の
輪
を
作
成
。祭
典
の
準
備

も
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

参
拝
さ
れ
る
方
々
な
ど
各
方
面
の

皆
様
方
の
熱
い
心
に
、
雨
の
神
々
も

少
し
ご
遠
慮
な
さ
れ
た
か
な
。

　

祭
典
は
神
域
情
緒
た
っ
ぷ
り
で
完

結
。

ヴァイオリン奉納演奏

夏越の大祓・茅の輪神事

　

北
海
道
・
新
十
津
川
町
児
童
生
徒
、
教
職
員
訪
問

団
30
名
の
皆
さ
ん
が
７
月
28
日
参
拝
。
神
職
の
案
内

で
境
内
等
を
巡
る
。

　

授
与
所
で
は
絵
葉
書
・
お
守
り
な
ど
を
求
め
て
、

に
ぎ
や
か
さ
も
ピ
ー
ク
。

　

整
然
と
並
ん
で
、
案
内
御
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
く
。
さ
わ
や
か
さ
、
礼
儀
正
し
さ
、
す
こ
や
か

さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
一
陣
の
風
か
。

　

毎
年
の
訪
れ
、永
遠
に
、と
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小さな賢者たち －新十津川町から訪問団－

学ぶひとみ
　　　賢者のキラキラ

ご
参
列
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

神域情緒たっぷり

願う無病息災

中島慎子さん

繊
細
な
音
色
　
奏
で
ら
れ
る
バ
ッ
ハ
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炎
天
下
、
８
月
８
日
、
大
日
堂
社
大
祭
斎
行
。
参
加
人
数
も
約

２
５
０
名
と
年
々
増
え
、
本
年
は
作
法
も
パ
ワ
フ
ル
。

  

火
は
勢
よ
く
立
ち
上
が
る
も
、
そ
よ
風
の
訪
問
も
あ
り
、
涼
や

か
に
展
開
。
女
性
の
舞
も
あ
り
、
硬
軟
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
、
参

加
し
て
み
た
く
な
る
祭
儀
で
し
た
。

  

時
よ
止
ま
れ
、
大
日
堂
社
大
祭
の
一
層
の
飛
躍
を
祈
る
。
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

パワフル！
大日堂社大祭

女
性
の
舞
　
立
ち
上
が
る
炎
　

時
よ
　
止
ま
れ

10
月
23
日 

宵 

宮 

祭
・ 

10
月
24
日 

例　

祭

11
月
３
日 

明 

治 

祭
・ 

11
月
23
日 

新 

嘗 

祭

ご
参
列
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

約２５０名の皆様
　　　いつまでもご縁を

宮司の餅まき
「ぎょうさん、キャッチしてや」
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東
京
駅
地
下
街
で
放
映
さ
れ
た

世
界
遺
産 

玉
置
神
社

　

デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
は
１
８
８
５
年
創
立
。
自
動
車

産
業
の
繁
栄
の
も
と
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
、

ド
ガ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
チ
ス

な
ど
６
５
０
０
０
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成

し
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
展
示
は
、
日
本
初
公
開
作
品
15
点
を
含
む
52

点
。
７
月
８
日
開
会
式
・
内
覧
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
機
会
に
恵
ま
れ
る
も
、
展
示
さ
れ
て
い
る

名
品
に
圧
倒
さ
れ
、
疲
れ
ま
し
た
。
毎
度
な
が
ら
・
・
・
。

　

モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
の
「
女
の
肖
像
」―

眼
前
に
登
場
。

感
激
。
暫
し
呆
然
。
こ
れ
は
現
実
か
。

　

映
画
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
灯
」
も
胸
を
よ
ぎ
る
。
至

福
の
時
は
過
ぎ
去
る
の
も
早
い
。
関
係
者
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

胸よぎる
モンパルナ

スの灯

帰りたく
　ないなあ・・・

ピカソ
「読書する女性」

モディリアーニ
「女の肖像」

デトロイト美術館展
大阪市立美術館開館80周年記念

　

動
画
で
玉
置
神
社
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
常
時
。
東
京
駅
地

下
街
で
は
７
月
連
日
放
映
。
状
況
を
確
認
す
る
。
予
想
以
上
の
大
画
面
は
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
も
、
行
き
交
う
人
々
の
足
を
止
め
て
見
て
い
た
だ
く
の
は
な
か
な
か
困
難
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
に
は
繰
り
返
し
が
必
要
ー
。

　

映
像
に
流
れ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
し
っ
と
り
と
し
て
次
の
と
お
り
。

印刷　PR美術印刷株式会社

神
が
棲
む―

 

　
　
　
　
そ
う
思
い
た
く
な
る
風
景

十
津
川
村 

そ
し
て―

玉
置
神
社
の
杉
の
巨
樹
群

日
本
で
最
も
美
し
い
村

「
神
が
棲
む―

そ
う
思
い
た
く
な
る
風
景
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す

大
峯
奥
駈
道
の
奥
深
く

樹
齢
３
０
０
０
年
の
生
命
（
い
の
ち
）
に
抱
（
い
だ
）
か
れ

は
る
か
な
時
を
刻
ん
で
き
ま
し
た

世
界
遺
産　

玉
置
神
社

奈
良
十
津
川
の
聖
地
に
鎮
ま
り
ま
す
」

　

地
域
の
景
観
・
文
化
を
守
り
つ
つ
、
最
も
美
し
い

村
と
し
て
の
自
立
を
目
指
す
運
動
を
展
開
す
る
「
最

も
美
し
い
村
」
連
合
の
関
係
者
、
資
格
委
員
・
山
田

泰
司
様
他
１
名
の
方
が
８
月
８
日
来
社
。
弓
場
宮
司

と
に
ぎ
や
か
な
語
ら
い
の
時

間
も
あ
り
。

　

未
来
に
残
し
た
い
十
津
川

村
の
特
徴
〜
連
合
に
登
録
さ

れ
て
い
る
地
域
資
源
〜
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
玉
置
神
社
の
杉

の
巨
樹
群
」。

　

十
津
川
村
は
最
も
美
し
い
村
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
新

緑
の
玉
置
山
展
望
台
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
繚
乱
と
咲
く
境

内
。
隠
れ
た
資
源
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
な
。
楽
し
み
ね
。

ホームページ
アドレス http：//www.tamakijinja.or.jp /

世界遺産 玉置神社  動画で発信
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